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Ⅰ　基本情報

指定単位

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 北区市民部地域振興課（757-2407）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成10年1月19日 延床面積 1,297.79㎡

札幌市北区あいの里1条6丁目1-1札幌市拓北・あいの里地区センター 所在地名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

主要施設 （1階）図書室・多目的ホール・和室・実習室　（2階）集会室

業務の範囲

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

指定期間

名称

募集方法

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営
されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセン
ターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼
関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手
の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による
団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター
等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現
に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした
もの。

たくあいふれあいセンター（札幌市拓北・あいの里地区センター運営委員会・社会福祉法人札幌協働福祉会）

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

３　評価単位
施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：
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Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1　業務の要求水準達成度

指定管理者
の自己評価

項　目

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

実施状況 所管局の評価

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

講座等はホーム
ページ・連合町内会
広報・チラシ配布と
館内掲示板・各町
内会の回覧など
色々な方法で情報
を発信している。

▼節電など、業務内で職員一人ひとりが行う省エネ
の工夫により地球温暖化及び環境に配慮した。

敷地内ロードヒー
ティングは大雪時の
み使用し、基本的に
は使用しなかった。

▼地域の中心拠点としての役割を果たす。
　当館の情報はもちろん、地域住民に関わる情報を
発信する拠点となるよう努めた。

■エネルギー使
用量の節約やご
み減量、リサイク
ル等に積極的に
取り組んでおり、
要求水準を達成し
ている。

▼地域住民のニーズおよび環境変化、利用者の多
様性に柔軟に対応し、誰もが利用しやすい地区セン
ターを目指した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

地域住民のコミュニティ活動・生涯学習の普及振興
等を目的とし、3つの基本方針を策定した。

▼地域住民から親しまれる地区センターを目指す。
　利用者の立場に立った、親切丁寧なサービスを心
掛け、また様々な講座や地域交流事業を開催するこ
とで、多くの地域住民が集うコミュニティ形成の場とし
ての役割を果たすよう尽力した。

窓口および電話応
対等は利用者側の
立場になって応対
し、次の利用に繋が
るよう心掛けた。

■基本方針を適
切に策定し、公
正・公平な施設運
営に取り組んでい
ると認められるこ
とから、要求水準
を達成している。

住民の福祉の増進を目的としたコミュニティ施設とし
ての管理・運営には、公平・公正であることが重要と
判断し、下記の方針を策定した。

▼市の施策を理解し、公共性、公平性、公正性を常
に意識し業務遂行に努めた。

新型コロナウイルス
感染予防対策のた
め、休館等があり、
利用者には迅速に
対応した。

地域住民のニーズ
に合わせた事業（講
座等）を企画した
が、多くの事業が中
止を余儀なくされ
た。開催した講座は
利用者の安全安心
を第一に考え、感染
予防対策を取り、開
催した。

■策定した方針や
関係規程等に基
づき、適正に取り
組んでいると認め
られる。

▼まちづくりの取組みを推進する。
　公の施設として貸室業務のみに取り組むのではな
く、まちづくり活動に積極的に関わり、まちづくり活動
を促進するよう努めた。

講座や地域交流事
業は内容を工夫し、
様々な世代が参加
できるように計画し
た。

地域団体の支援・
交流活動の促進・
情報発信など地域
活動のサポートを
行い、まちづくり活
動の一助になるよう
努めた。
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■管理運営業務
を適切に行い得る
組織が整備され、
従事者が適切に
確保・配置されて
おり、要求水準を
達成している。

■職員間の情報
共有や意識向上
の取組が十分なさ
れており、要求水
準を達成してい
る。

職員の業務分担は
パート職員も含め、
担当を変え、職員
一人一人が色々な
業務に携われるよう
にした。

▼利用者とのコミュニケーションを図ることに努め、ま
たご意見箱の活用により、利用者の声が運営組織に
迅速に届くよう心掛けた。また、届いた利用者のニー
ズに柔軟かつ迅速に対応し、改善を図った。情報共
有については、正規職員間はもちろん、パート職員も
交えて定期的に職員打ち合わせを行うほか、必要と
判断した場合には随時職員の打ち合わせを行い、業
務改善や館内修繕等に対応した。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・電気、ガス、水道の使用については節約に努めた
結果、電気、ガス使用量は昨年度並みに抑えること
が出来、水道使用量は昨年度の約30％減となった。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

■適正に管理され
ていると認められ
る。

▼運営委員会の下に事務局を設置。仕様書に基づ
いて館長・館長代理・図書司書等必要な職員を配置
している。

▼業務分担を明確化し、適正な事務執行と責任体制
の確立を図った。

▼新型コロナウイルス感染拡大防止の為、当初計画
していた殆どの研修が中止となったが、一部の研修
はインターネット配信動画視聴による研修となり、図
書室職員全員が視聴した。

・廃食油回収ボックスを館内に設置し、回収に協力し
た。

・事務用品は環境に配慮したエコ製品を積極的に購
入した。

業務日誌等を利用
し、職員間で適切に
情報共有できるよう
努めた。職員打ち
合わせでは各職員
から意見や提案が
あり、管理運営に活
かしている。

館内の巡回頻度を
増やし、不要な照明
の消灯、水道水の
出しっぱなし防止な
どに努め使用量を
抑えた。
事務用品購入の際
には、リサイクルシ
ンボル表示のある
物を優先的に購入
するようにした。
裏紙の再利用や、
データーのデジタル
保存を積極的に推
進している。

全ての業務におい
て、仕様に基づく適
正な履行が行われ
た。

利用者が安全安心
かつ快適に利用で
きるよう、委託業者
と連携を取り、部品
等の交換や予測さ
れる故障箇所を提
示してもらい修繕等
の計画を立ててい
る。

・古紙回収ボックスを置き、地域住民サービス向上と
資源回収事業への協力を行った。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

▼札幌市が認める第三者委託業務に関しては、仕
様書通り実施した。保守点検後は業務完了報告書を
提出してもらい、履行確認した。

＜第三者委託業務＞
・清掃業務
・警備業務
・エレベーター保全業務
・自動ドア保全業務
・消防設備保全業務
・外構緑地管理業務
・除排雪業務
・舞台装置保全業務
・ボイラー保全業務
・自家用電気工作物保安管理業務
・建築基準法定期点検業務
・予約システム保守運用業務
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▽　札幌市及び関係機関との連絡調整
      （運営協議会等の開催）

＜報告事項＞
令和2年度事業実施状況について
令和2年度決算見込みについて
＜協議事項＞
令和3年度事業計画について

協議・報告内容

■資金管理及び
現金等の適正な
取扱いに不備が
あったため、指導
を行い、改善され
ている。今後の管
理運営において
は十分に留意す
ること。

協議会は新型コロ
ナウイルス感染拡
大防止のため書面
開催となったものも
あるが所定回数開
催し、管理運営水
準の維持向上に向
けた協議を行った。

▼ご意見箱に投函された要望・苦情は速やかに処理
した。また、内容は職員間で情報共有し対応・改善に
努めた。

・拓北あいの里連合町内会副会長
・北区市民部地域振興課長
・拓北あいの里まちづくりセンター所長
・北区市民部地域振興課地域活動担当係長
・あいの里東中学校長
・札幌協働福祉会常務理事
・拓北パレス町内会長
・保護司会拓北・あいの里分区長
・地区子ども会育成連絡協議会長
・更生保護委員会女性会拓北分区委員

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

＜報告事項＞
令和2年度事業執行状況について

＜報告事項＞
令和2年度事業執行状況について

■運営協議会が
所定の回数開催
されており、要求
水準を達成してい
る。

▽　要望・苦情対応

第１回
6月25日

第２回
書面開催

寄せられた要望等
に真摯に対応した。

会計年度決算にお
いては運営委員会
監査委員2名が、適
正に処理が行われ
ているか監査してい
る。
会計処理が適正に
行われているか、今
までよりもチェック機
能を強化した。
指摘された事項は
直ぐに改善し、適切
に取り扱っている。

第４回
3月24日

＜協議会メンバー＞

■適切に対応して
いると認められる
ことから、要求水
準を達成してい
る。

＜報告事項＞
令和元年度事業実施状況について
令和元年度予算執行状況について
令和元年度会計監査報告
＜協議事項＞
令和2年度事業計画
令和2年度運営費収支予算について
＜その他＞
新型コロナウイルス感染拡大に伴う、
拓北・あいの里地区センターの対応に
ついて

開催回

▼各帳簿類の整備・取り扱いは適正に行うように留
意した。

▼現預金等は複数の職員により管理・確認を行って
いる。

▼実地検査により、現金等の取扱いに関し一部不適
切な処理があり指摘された。

第３回
書面開催
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▼冬期間は、委託業者に施設玄関前の除雪を依頼
した。玄関前や歩道などの凍結箇所に職員が滑り止
め用砂をまくなど転倒事故防止に努めた。

館内巡回の際には
施設ばかりではな
く、備品による事故
を防ぐために、備品
の安全確認も行っ
ている。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼利用者アンケートは令和3年3月1日～3月20日に
行い、アンケート結果は3月22日～4月21日まで、館
内掲示板に掲示した。

▼講座終了後、講座に関するアンケートを取り、実施
結果の分析と受講者意見を次期事業計画に活かし
ている。

▼実地検査により業務の実施に関する記録・帳簿が
適切に整備保管されていないと指摘された。

▽総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

■アンケートの実
施等により、適切
にセルフモニタリ
ングが実施されて
いると認められ
る。
業務の実施に関
する記録・帳簿等
の整備、保管等が
適切になされてい
なかったため、指
導を行い、改善さ
れている。今後の
管理運営におい
ては十分に留意
すること。

利用者アンケート等
はただアンケートを
実施するだけでは
なく、改善すべきと
ころは改善し、評価
された箇所につい
ては維持した。
指摘された事項に
ついて、年度内に適
切に整備し、保管す
るようにした。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼施設で働く職員に対し、最低賃金861円以上を支
給した。

▼施設で働く職員に時間外労働又は休日労働させ
る場合は、書面による労使協定（36協定）により必要
な定めをし、労働基準監督署に届けた。

▼全ての労働者に労災保険、また条件を満たす労
働者には雇用保険に加入している。

▼労働者の勤務形態に応じて厚生年金保険、健康
保険に適切に加入させた。

▼1年に１回、定期健康診断を実施した。

▼職員の年度内に付与された有給休暇の取得率は
90％超であった。

▼公益財団法人札幌市中小企業共済センターが主
催するさぽーとさっぽろ福利退職金共済制度に加入
している。
▼改正労働契約法に基づき、該当する期間を勤務
する職員に対し無期転換雇用への転換の意思確認
を行い、無期労働契約へと転換した。

▼仕様に適合した施設責任賠償保険に加入してい
る。

▼スポーツ系の講座ごとに参加者を対象とした傷害
保険に加入した。

▼利用者の安全確保のため、施設内外適時巡回を
している。

▼労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。

■法令が遵守さ
れ、職員の良好な
雇用環境が確保
されていると認め
られる。

■連絡体制が確
立し、利用者等の
安全確保が適切
になされているこ
とに加え、必要に
応じて適切に保険
に加入しており、
要求水準を達成し
ている。

適正な取り扱いを
行い、労働関係法
を遵守した。今後さ
らに雇用環境の向
上を目指していきた
い。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

（4）事業の計
画・実施業務

▼災害など緊急事態が起きた際、無事に利用者が
避難出来るよう、避難経路を点検し、経路を確保し
た。

12 81

プリザーブド仏花

92クリスタルアートリウム

88

燃焼系エアロビクス 12 中止 -

健康マージャン -

こども英会話

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

12 中止

8 9

12

ワイン講座 30 中止 -

19 91

おむすびの握り方 10 中止 -

ワンちゃんのごはん 12 16 78

こどもバドミントン

スマホで上手に写真 10

10

12 16 98

だし講座

▼新型コロナウイルス感染拡大防止の為、館内の消
毒を定期的に行った。利用者にも消毒セットを渡し、
使用した備品等の消毒をお願いした。来館者用の手
指消毒液を玄関・ロビーおよび図書室の出入口に配
置し、手指消毒を勧めた。

5 中止 -

▼駐車場は駐車スペースが狭く、混みあった場合、
職員が誘導した。

要求水準に沿って
実施できた。

9

▼年2回、全館清掃を行い、外構緑地についても委
託業者に管理依頼している。

▼警備は委託業者に依頼し、緊急事態等発生した
場合、警備会社から職員への連絡網を完備してい
る。
▼老朽化や利用者からの要望により修繕を行った。
・排煙窓修理
・ガス漏れ検知器交換
・非常灯取替工事
・引き戸補修取付工事
・駐車場白線引き
・ブラインド修理
・フローリング剥離補修工事
・洗面自動水栓取付工事
・図書室照明LED取付工事
・その他

▼備品は、利用者の要望、老朽化の度合等を考慮し
て更新している。

カラオケ教室 10 -

▽　防災

▼自衛消防訓練は令和2年9月に行ったが、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、机上での部分訓
練とした。参加者は職員9名。

▼施設内巡回、避難経路確保、誘導灯点検及び非
常階段の除雪等を実施。

40 中止 -

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

講座名 定員 参加人数 満足度(%)

かけっこ教室

中止

■施設・設備・備
品等の維持管理
が適切になされて
おり、要求水準を
達成している。

■適切な取組が
行われており、要
求水準を達成して
いる。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響がある中で、各
種講座を実施し、
参加者の満足度
がおおむね高かっ
たことを評価す
る。

講座のアンケート集
計結果では、受講
者の満足度はおお
むね高いものであっ
た。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
のために、かけっこ
教室、エアロビク
ス、マージャン、カラ
オケ、おむすび、ワ
イン、スポーツ体験
会、太極拳、キッズ
カンフーの9講座が
中止となり、だし講
座、珈琲、おこづか
い教育の3講座は
講師の都合により
中止となった。

防火管理者を、年
度途中で変更。自
衛消防訓練の2回
目を3月に予定して
いたが新型コロナウ
イルス感染拡大防
止の為、延期とし
た。

6
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14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

- -

百人一首大会

中止 -

夏休み子ども工作教室 15

中止 -

94

リフ編み講座 12

12

94

スポーツ体験会

しめ飾りを作ろう 12 6

8 90

中止 -

大人の折り紙 10

事業名 目標人数 参加人数

あいの里おはなし会 120 中止 -

中止 -

-

冬休みおたのしみ会

あいあいハロウィン 200 中止 -

新春囲碁大会

おこづかい教育

30 中止

新春書初め大会 20

-

おいしい珈琲の淹れ方

0

60 中止 -

0

バドミントン

9

太極拳講座

0

夏休みたくあい
学びの場

0 0

12

事業名 人数

0 0

冬休みたくあい
学びの場

麻雀大会 100 中止 -

学生芸術展 - - -

20 中止

春休み子ども映画会 30 中止 -

回数

0 0

0

輪投げ大会 60 中止 -

親子ふれあいの日

囲碁・将棋

▽地域の憩いの場づくり施設活用事業(無料)に関する業務

98

中止 -

20

10 83

ローズウィンドウ 10

30

30 中止 -

カラオケ交流会 50

0

0

15 中止 -

インドア雪合戦

中止 -

親睦パークゴルフ 100 中止 -

キッズカンフー 10

-

12 中止 -

60 中止 -

▽　地域住民の交流を目的とした事業に関する業務

中止

達成率

すこやか健康セミナー

夏休み子ども映画会 50 中止 -

夏休みおたのしみ会

中止 -

文化フェスタ 2000

ミニバレー大会

中止 -

キャンドルナイト -

おから味噌 5 5

卓球

地域交流事業とし
て、幅広い年代の
方々に楽しんでい
ただけるように考え
て事業を計画した
が、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
のためほとんどが
中止となった。

キャンドルナイト・学
生芸術展は開催。
人数の把握はでき
なかったが来館者
や通りを歩いている
人などに大変好評
であった。

■新型コロナウイ
ルス感染防止の
ための取扱い基
準に基づき、基準
を達成した上で各
種事業が実施さ
れることを期待す
る。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響がある中で、事
業を実施したこと
を評価する。引き
続き様々な事業を
企画・実施し、多く
の方に来館してい
ただけることを期
待する。

講座の実施にあ
たっては、消毒液の
設置や換気を行
い、また定員を減ら
したり座席の配置を
工夫するなどして感
染予防に心掛け
た。今後も地域住民
の興味やニーズに
合う講座を計画・実
施できるように努力
していきたい。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、今年度は開催
がなかった。

7
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（5）施設利用
に関する業
務

75.0 64.7

9,414

▽　不承認 0件、取消し 348件、減免0件、還付104件

4,604人数(人）集会室Ｂ 9,000

実習室

件数(件)

804 465

▼利用状況

増減

貸出冊数 82,122

件数(件)

70.3 70.0

人数(人）

63.4

集会室Ａ

多目的
ホール

727 423

件数(件)

425

7,350

稼働率(％)

665

開室日数

Ｒ2年度実績

22,000

693

22,681

249 254 5

R元年度実績 Ｒ2年度計画

811

13,894

△ 375

▽　利用件数等

稼働率(％) 63.7 64.0 51.6

合計

件数(件) 4,145 2,955 3,051

人数(人） 52,697 51,700 28,954

4,683 4,700 2,962

稼働率(％) 63.2 63.0 53.4

3,952 4,000 2,299

46.5

448

人数(人）和室Ｂ

件数(件) 565 515

37.3稼働率(％) 52.1

和室Ａ

件数(件) 687 515 518

人数(人）

53.5 55.0稼働率(％)

登録者数 4,325 3,950

▽図書室業務

617

551 370 352

稼働率(％)

2,470

7,500 2,725

68.0 44.567.7

件数(件)

■図書室の利用
促進に向けて、
様々な取組を行っ
ていることを評価
する。

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響等により、貸室
の稼働率は計画
を下回ったが、引
き続き、利用促進
に向けた取組に
期待する。

新型コロナウイルス
感染拡大防止の
為、休館や利用制
限があったが、10月
は講座実施などで、
利用率が例年並み
になった。

新型コロナウイルス
感染拡大防止の為
の休室や利用制限
に伴い、大幅に貸
出冊数や登録者数
は減少した。日々の
業務においては、利
用者が満足する図
書室づくりを心掛け
た。

▼地域の学校との連携の一環として、開放図書館便
りの掲示を行った。小学生の図書室見学、小学校の
授業で図書室の仕事紹介するための資料として写
真や動画撮影等の協力を行った。

▼図書室の利用促進を図るため、図書室便り「あい
ぶらりぃ」の発行（年6回）、テーマ展示、新刊案内な
ど実施した。

71,519 △ 10,603

蔵書数 38,302 38,673 371

令和元年度 令和2年度

52.0

75.3

4,617 4,500人数(人）

人数(人）

稼働率(％)

8
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

■適切に取組が
行われており、要
求水準を達成して
いる。

■適切に行われ
ていると認められ
る。

２　自主事業その他

▽　自主事業

地区センターだより
等で情報提供する
ほか、事業の対象
者に合わせて、町
内会回覧や、小学
校及び幼稚園など
に配布して集客を
はかり、利用促進に
繋げた。またホーム
ページでは利用促
進だけでなく新型コ
ロナウイルス感染
拡大防止のための
休館や利用制限等
について、迅速に正
確な情報を掲載す
るよう努めた。

▼自動販売機収入　　売上高　52，537円
古紙回収ボックスは
広く地域住民に認
知されており、利用
者は多い。

電気・水道・備品・
施設設備修理を拓
北・あいの里地区の
業者に依頼してい
る。

▼地区センター便りを5回発行

▼ホームページを活用した情報提供

・施設概要（貸室等）

・申込方法・利用料金

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▽　利用促進の取組

▼古紙回収収入　　　 売上高　76，340円

・センター主催講座、事業の案内、地域の憩いの場
づくり施設活用事業紹介

・図書室紹介

▼連町広報にて地区センター事業を紹介

▼館内設備修理の多くは地域業者に依頼している。

▼外構緑地・除排雪の委託業務は地域にある知的障がい者福
祉施設に委託している。

▼利用者のニーズに合った講座を積極的に企画した。

▼地区センター便りや講座等の案内チラシをPRする
ために町内会回覧や学校配布を行い、対象者に合
わせた周知方法で集客を図った。また、地域情報誌
を活用し、幅広く周知を行った。

▼新型コロナウイルス感染拡大防止のため、利用制
限と利用者の意向を照らし合わせ、利用できる貸室
を提案した。

主催講座や地域交
流事業は、幅広い
年齢層の方々に当
館を利用していただ
く為、多くの事業を
企画していたが、新
型コロナウイルス感
染拡大防止のため
中止となった事業が
多かった。

9
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　　あまり来ない　　9.2%

■利用者アンケー
トの調査結果は要
求水準を上回るも
のとなっており、評
価できる。アン
ケートの結果を踏
まえ、今後のより
良い施設運営に
生かしていくことを
期待する。

実施方
法

貸室業務・図書室
業務ともに、職員は
利用者に、丁寧な
対応を心掛けた。
また、施設内の巡
回頻度を増やし、館
内を定期的に消毒
し、利用者の安全に
配慮した。
新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、休館、事業中
止、貸室利用制限、
図書室の滞在時間
縮小など、利用者に
はご不便をかけた
が、総合的に高評
価であった。今後も
利用者の立場に立
ち、多くの地域住民
が集う施設となり、
来年度のアンケート
でも評価が高まるよ
う職員一同さらに尽
力する。

Q2:本の探し方や調べものの相談

　　満足　　　79%

　　満足　　　49%

　　どちらかと言えば満足　　31%

　　どちらかと言えば不満　　2%

　　わからない　　　18%

Q3:図書室内の設備（分類・表示等）

　　どちらかと言えば満足　　21%

　　どちらかと言えば不満　　0%

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

　　どちらかと言えば不満　　4%

　　わからない　　　8%

　　不満　　4%

Q4：図書室職員の応対

　　不満　　　8%

結果概
要

　　どちらかと言えば満足　　31%

　　どちらかと言えば不満　　38%

　　年に数回　　　　7.4%

Q2:事務局職員の応対（接客態度）

　　悪　　い　　　　　　　2.1%

　　大変良い　　　　92.7%

　　普　　通　　　　　5.5%

　　悪　　い　　　　　1.8%

Q3:施設設備管理（清掃等）

　　大変良い　　　　　37.5%

　　普　　通　　　　　　60.4%

▼図書室業務について

　　満足　　　23%

Q1：施設の利用頻度

　　週2回以上　　　3.7%

　　週1回程度　　　51.9%

Q1:本の種類・数

　　どちらかと言えば満足　　50%

　　満足　　　34%

　　月に2～3回　　27.8%

＜貸室利用者＞
調査機関：令和3年3月1日～令和3年3月20日
用紙配布　 61団体に実施
回　  　答　 55団体（回収率90％）

▼施設・貸室利用等について

＜図書室利用者＞
調査機関：令和3年1月12日～令和3年1月31日
用紙配布　 50名に実施
回　  　答　 40名（回収率80％）

10
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【対応】
中央図書館に要望を伝えた。

【意見】
施設使用料が高すぎる。

【対応】
施設使用料については、条例の規定に基づいて定
められたものとなっている旨説明し、低料金の貸室
や時間貸しを提案した。

【対応】
著作権法に抵触すると説明をし、中央図書館もしくは
地区図書館の利用を案内した。

▼貸室・講座関連

　　どちらかと言えば満足　　38%

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

Q5:全体的な満足度

　　満足　　　54%

▼図書室関連

【対応】
今年度は児童書・実用書・新刊等約370冊増やした。

【意見】
DVDやCDを中央図書館まで行かなくても貸し出しで
きるサービスがあると嬉しい。

【意見】
蔵書数を増やしてほしい。

　　どちらかと言えば不満　　8%

　　不満　　0%

【意見】
便座を拭くクリーナーを設置して欲しい。

【対応】
新型コロナウイルス感染拡大傾向になってから、ク
リーナーや消毒等の清掃関係品の備え付けの希望
が増えている。便座クリーナーについては、今後検
討する事とした。

【意見】
換気の為、部屋が寒いです。利用時間より前に暖房
を入れておいて欲しい。

【対応】
貸室が温まるまで時間がかかるので、早めに暖房を
入れて対応した。

【意見】
コピーサービスを元に戻して欲しい。

【対応】
中央図書館に要望を伝えた。

【意見】
地区センター図書室の休みが多いので減らして欲し
い。仕事帰りに寄れる時間帯も開室して欲しい。

当館に寄せられた
意見や要望につい
ては、当館で対応で
きるものについては
迅速に対応・協議し
た。
また当館外での対
応については、速や
かに関係各所に連
絡をした。

11
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0 1,272

■新型コロナウイ
ルス感染症の影
響があったもの
の、計画より支出
を抑え、指定管理
業務による利益還
元を積極的に行っ
たことを評価す
る。

526

純利益 1,272

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適

▼収支は1,272千円の利益となった。

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、複数のサークル
解散等があり利用
料金は計画を下
回った。ただし、札
幌市からの利用料
金の補填等も影響
し、総収入は計画を
上回った。また経費
節減に努め、その
結果、計画を上回る
利益を出せた。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、休館や利用制限があり、
利用者が減少し計画していた利用料金収入を下回ったが、札幌
市からの補填、また経費節減等により予算を上回る利益を計上
することが出来た。今後もコロナ禍ではあるが、利用者の安心安
全に配慮しながら積極的に利用促進を図り、合わせて経費節減
に努め安定経営を目指していく。

▼協定に関する契約（第三者委託・物品調達等）について、暴力
団員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

▼情報公開申出はなかった。

▼各条例の規定に則し、すべて適切に対応した。

収入-支出 145

112

【参考】 R2年度決算 内容

145

▼その他収入には休館に対する札幌市より指定管理費見直し
分1,820千円・小学校休業等対応助成金191千円・両立支援等助
成金83千円含む。

27,092 27,092 0

利用料金 8,000

自主事業収入 162

▼利用料金収入は休館等があり、予算を下回った。

▼指定管理業務による利益還元として、図書購入に298千円、施
設修繕に1,035千円、合計1,333千円を支出した。

▼自主事業による利益還元として、施設修繕の一部に112千円
を支出した。

不適

526

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

指定管理業務による利益還元 1,333 下記の通り

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

129 -33

-33

法人税等

35,878 35,263 -615

自主事業支出 17 17 0

1,910 1,765

指定管理業務支出

自主事業による利益還元

支出 35,895 35,280 -615

786 2,935 2,149その他

1,150

指定管理業務収入 35,878 37,061 1,183

収入 36,040 37,190

7,034 -966

指定管理費

▽　収支

項目 R2年度計画 R2年度決算 差（決算-計画）

（千円）

４　収支状況

12
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Ⅲ　総合評価

▼地域交流事業「たくあいキャンドルナイト」では沢山
の地域の方々にお手伝い頂き、数社から取材依頼が
来るほど完成度の高いものとなった。これからも地域
住民の方が参加できるイベントを計画し、地域住民の
方の交流の場を拡大していきたい。

　資金管理及び現金等の取扱い、業務の実施に関する
記録・帳簿等の整備・保管等について　不備があったた
め改善指導を行ったところ、速やかに改善が図られた。

　積極的に施設の利用促進に努めていることや、利益
還元によって利用者の利便性や快適性の向上に取り
組んでいることを評価する。引き続き、利用者のニー
ズを把握しながら様々な事業に取り組み、更なる利用
の増加を目指すとともに、今後の管理運営において
は、公の施設の管理運営者であることを再認識し、常
に基本に立ち返り、改めて、協定書及び仕様書に定め
られた事項や手続きを厳守していただくことを期待す
る。

▼新型コロナウイルス感染拡大に伴う休館などあり、
利用料金収入は減少したが、経費の節減に努めた結
果、純利益が予算を上回ったことから良好な管理運営
業務がなされたと評価できる。

▼コロナ禍ではあったが開催した講座については満足
度が高かった。今後は講師を地域で活動している方に
お願いする取り組みを開始し、より魅力ある講座を計
画し、利用者の増加に繋げたい。

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

▼コロナ禍で生まれた差別や偏見をなくし、思いやり
があり暮らしやすい社会を目指すシトラスリボン運動
に賛同し、職員はシトラスリボンを付けて応対してお
り、地域や人に優しい地区センターを目指している。

▼実地検査により、現金等取扱い・記録・帳簿等が適
切に整備保管されていなかった点が指摘されたが年
度内に全て改善した。

▼公の施設であることを念頭に置き、市民の公平な利用
に供するよう管理運営を行う。

公平・公正な管理運営のもと全ての方が利用しやすい施
設づくりに努める。

全ての利用者が等しく利用情報を得られるよう、適切に
情報提供を行う。

▼施設の効用の最大化
地域住民の連携づくりやコミュニティ活動と生涯学習の
手助けを積極的に行う。

利用率向上のために、魅力ある新しい講座や事業を行
い施設利用に繋げる。

図書室利用者の希望に添った新刊の購入や、テーマ展
示・新着本の紹介等工夫を凝らし、図書室の利用者を増
やす。

▼サービス水準の維持向上
あらゆる広報を利用して当館の周知を図ったり、より多く
の市民に利用して貰えるよう魅力ある講座や交流事業を
企画し、実施する。

個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じ
ないようサービス水準を確保するため、職員間にて各種
情報共有を適切に行う。

利用者が意見や要望、苦情を述べ易い環境を整え、ま
たそれらの意見等に迅速に対応するように心掛け、満足
度の高い施設を目指す。

▼最小の経費で最大の効果を上げる管理運営
職員一同、利用率の向上・経費節減の意識を保持し、得
た利益については積極的に地域や利用者に還元する。

▼協定書及び仕様書の遵守徹底
協定書の内容を遵守し、さらに、仕様書の業務ごとの要
求水準を満たすよう徹底する。
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